
第４節　第1節以外の北見市の観光施設・景勝地

●留辺蘂自治区

■石北峠

　標高1,050m、北海道では三国峠(1,139m)に次いで

二番目に高い峠です。

　平成7年(1995)から峠付近の急なカーブを解消する

ために４つの橋が架けられ、一部のヘアピンカーブは

ロードヒーティングになっています。

　　　▲北海道新聞記事より掲載

■天狗平　水芭蕉の群落　（石北峠2合目）

　石北峠を下ってくると２合目直線道路右側一帯が

天狗平になります。

　約７００mに渡り、５月１５日前後から５月２５日前後

にオホーツク管内で一番の広大な「水芭蕉の群落」

を見ることができます。

　また、山側にあるソーラーパネルの上には、この一 　　▶群落地帯の反対側に

帯も海であったことを表す地層をみることができます。
　　　見れる地層

■滝の湯温泉パークゴルフ場

　滝の湯温泉にある、パークゴルフ場コース内には

エゾノコリンゴの木があり、5月20日過ぎころから花が

咲き甘い香りが漂う中、パークゴルフを楽しみ6月に

は、れんげツツジを楽しむことができます。

＊武華駅逓より温泉街へ入ります。
　▲エゾノコリンゴの木

■イトムカ鉱山跡　クリーン・ジャパン・センター

　昭和11年(1936)北海道を襲った台風は、武華岳

山腹一帯で50万石を超える風倒木ができ、昭和12

年より風倒木の造材が始まりました。

　切出す造材を出す道路工事中に、赤褐色の重い ▲武華岳・武利岳・三国山の三つの山

角のとれた石が転々として見つかりました。
　と会社「ヤマト」を表現した地碑

　この重い石が、水銀を含んだ辰砂(しんしゃ)と呼ばれ、風倒木地にあった辰砂塊を現場では

「芋辰砂」、水銀を「なま」と呼称し、台風で見つかったことから「神風鉱山」と呼んでいました。

67北見市観光テキスト




